　当社は、平成○年○月△日、貴社との間で☆☆☆を代金○○円で購入する契約を締結いたしました。

　当社は、上記商品が□□□であるとの認識に基づいて上記契約を締結したものであり、貴社からも「○○○」とのご説明をいただいておりました。しかし、実際には上記商品は当社の認識とは異なり、◇◇◇であることが判明いたしました。この点は、上記契約における重要な要素であり、上記の錯誤は民法第９５条の規定する「要素の錯誤」に該当します。

　従いまして、上記売買契約は無効となりますので、上記商品の受領および代金の支払いを拒絶させていただきます。この点、ご了承下さい。

